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の比, 通気係数およびフルード数をも含む実験式としてまとめている｡ ついで固- 液, 液一液分散系の動
力についても論じているが乱流域ではいずれも巽周辺部の液の平均密度が動力に対して大きく影響するこ




























































(1) 異相分散系の撹拝所要動力式をガス- 液, 液一液および固- 液系について求めた. さらに固一液系
の結果を拡張してビンガム塑性を示すスラリー に対する動力数を降伏値動力数, 粘性動力数および慣性動
力数の和として表わす一般相関式を導き広範囲にわたる実験結果と比較して良好な一致を示すことを明か
にした｡
(2) ビンガム塑性液の撹拝において遷移領域で現われる流動状態の反覆変動現象を翼の周りのみかけ粘
度の変化によって説明した｡
(3) 擬塑性液に対する撹拝所要動力の推算法をリボン巽およびスクリュー翼について提出し, 推算過程
で使用される相関係数がビンガム塑性液について求められた係数より計算できることおよびその道の過程
も可能なことを示した｡
(4)乱流域における撹拝槽伝熱の相関式を槽壁面および冷却コイル面に対して求めた｡ これらは従来の
研究者による測定値のほとんど全部に対して良好な一致を示した｡ また冷却コイル面に対する従来の伝熱
相関式において Re数の指数が一定していなかった理由を究明しコイル構造および巽取付位置の相互関係
により2種に大別すべきことを明かにした｡
(5) リボン撹拝機による高粘性ニュートン液および非ニュートン液の撹拝伝熱相関式を提出し加熱, 袷
却面に対する粘度補正項の指数として層流域の場合 0.2 を推奨した｡
また冷却コイル自身を撹拝翼として使用する高粘性流体の按拝方法を提案し混合効果ならびに伝熱効果
の優れていることを明かにした｡ すなわち本撹拝翼によればコイル面における熱伝達係数が槽壁面に対す
る値の約3倍を示すがこれは伝熱面に働 く局所努断速度勾配に基因すると説明している｡ そしてこの冷却
方式は擬塑性液およびビンガム塑性液の撹拝冷却に対して特に有効となる理由を明かにし, 熱伝達相関式
を提出している｡
(6) 高粘性流体を摸拝して冷却する場合, 撹拝動力は熱に変換されるが速度の上昇による熱伝達係数の
上昇に伴う伝熱量の増加が発生熱量を下廻り, また粘度補正項の影響も加わるためスケールアップおよび
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撹拝速度の上昇にはある限界のあることを線図を用いて明かにした｡
これを要するにこの論文は撹拝所要動力に基づいて混合効果および伝熱係数の粘度による変化を論じ,
また撹拝槽の設計に必要な動力式, 伝熱相関式を提出したものであって, 学術上および工業上寄与すると
ころが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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